














見出されて来た｡ そして現在では,マグネタイ トは,Verwey点以下で,フェリ磁性 と強誘電














およびME効果の異常を示す温度 と一致する｡ しかし, 10K付近での大きな対称性の変
化は観測されなかった｡
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方に影響を与えるような強い照射用 rf磁場 (B2)を用いたものであり,かつその周波数 も二
重項の中間領域である場合がほとんどであるoそこで我々は比較的弱いB2を,lHの一方
の吸収線に共鳴させた条件,すなわち選択的照射の条件で実験をすることにし,まずB2の大
きさを求めることから実験をはじめた｡
B2の大きさを求めるための方法としては, 大きく分けて,定常的な方法と過渡的な方法
との2つがあるo前者は,B2がlHに定常的に照射されたときに現れる13Cの共鳴線の分裂を
観測するものであり,後者はB2をパルス的にかけた時の1日の磁化の回転を観測 し,パルスの
持続時間よりB2の大きさを求めるものであるo
ところが,これらの実験から,予想外の現象や問題点があらわれてきた｡まず,定常的な実
験からは,B2の共鳴線の分裂間隔が計算に合わないことがわかり, その吸収強度も,緩和の
計算から予測できないような特異なものであった｡また,過渡的な実験からは,B2の大きさ
が試料の体積にわたってかなり不均一であること,および,弱い振幅であるにもかかわらず,
lHの他の共鳴線-の影響が強すぎることなどの問題点が生じてきた｡論文では,これらの結
果を,他の種々の条件での実験結果および装置にっいての問題点とともに,いろいろ検討 して
みた｡
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